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目的　国際連合は，日本の社会的養護を必要とする子どもに，里親や小集団施設養育のような家庭
的養育を提供するよう日本政府に勧告している。児童養護施設入所児の生活の質であるQOL
の実態は，いまだ十分に明らかとなってはいない。全国の児童養護施設入所児の約60％が被虐
待児である。本研究の目的は，児童養護施設入所児のQOLにおける被虐待経験の影響を検討
することとした。

方法　児童養護施設入所児の 4～15歳で，大舎制児童養護施設 2施設37名，小舎制児童養護施設 2
施設 8名の計45名を調査対象とした。QOL質問紙のKINDLを使用した。本研究で使用した
KINDLは，身体的健康，精神的健康，自尊感情，施設内対人関係，友達，学校生活の 6つの
尺度と各尺度の合計からなるQOL総得点で構成されている。対象者を被虐待経験の有無で 2
群に分け，QOL総得点および 6つの尺度においてWelchの t 検定を行った。

結果　対象者の平均年齢は8.4歳（標準偏差＝2.8）であり，約33％が被虐待児であった。被虐待経
験がある児童養護施設入所児は，被虐待経験がない児童養護施設入所児よりもQOL総得点，
自尊感情，施設内対人関係，学校生活のQOLが有意に低かった。有意差のあった各尺度ともに，
おおむね効果量は大であった。

結論　これらの結果は，被虐待経験が児童養護施設入所児のQOLに負の影響を与えることを示唆
している可能性がある。本結果は，虐待発生の予防がいかに重要かということを示した。

キーワード　児童養護施設，QOL，虐待，社会的養護，KINDL，虐待発生の予防

Ⅰ　は　じ　め　に

　国際連合（以下，国連）は，日本の社会的養
護を必要とする子どもに，里親や小集団施設養
育のような家庭的養育を提供するよう日本政府
に勧告している1）。国連からの勧告の背景のひ
とつには，ルーマニアの劣悪な養育環境の孤児
院から，イギリス等の先進国の家庭に養子縁組
された子どもの心身の発達に関するコホート研
究がある2）。ルーマニアの施設に入所していた
子どもを対象とした先行研究により，子どもの
施設養育はデプリベーションの観点から否定さ

れている3）-7）。また，施設入所経験のある子ど
もは，問題行動を示すリスクが高くなるという
報告がある8）9）。このように世界的な社会的養
護の潮流は，脱施設化となっている10）。日本は
先進国であるが，現在も施設養育が社会的養護
の主流である。
　これら海外の先行研究にかんがみると，1989
年のルーマニアのチャウシェスク独裁政権崩壊
後，ルーマニアの劣悪な施設養育を受けていた
子どもが国際養子に出され，その国際養子らの
コホート研究の結果，施設養育は子どもの心身
に重篤で有害な影響を与えうることを示唆する
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エビデンスの蓄積が進んだといえる。このこと
は，Rutterら2）においても同様の論述が認めら
れる。Dozierら10）は，「施設入所児と一般児を
比較研究し，施設養育は子どもにとってネガ
ティブであるという結果は，人をひきつけるス
トーリーを有している」と述べている。Dozier
ら10）が指摘するとおり，施設養育を否定する研
究結果は，専門家と非専門家を含めて，世界に
センセーショナルに広がっていった。
　しかしながら，ルーマニアとロシアの施設を
対象とした研究において，施設の養育者が施設
入所児との相互作用を増やすことで，施設入所
児の行動における臨床上のアウトカムが十分に
改善したという報告もある11）12）。このように施
設の養育者と施設入所児の質的な相互作用に論
点を置いた研究も認められる。Rutterら2）は，
ルーマニアの施設研究から得られた知見が，他
の国の施設の子どもにどの程度適用できるのか
について，詳細を比較した研究はまだ行われて
いないと明言している。
　近年，国連の子どもの権利条約に基づいて，
子どもをとりまく社会的環境のあり方とともに，
幸せに関する子どもたち自身の実感にも注目し
て包括的に子どもの幸せを考えていこうとする
動きが広がっている13）。生活の質であるQuality 
of Life（以下，QOL）に関する研究が世界的な
発展をみせている。子どもたちのQOLを測定し，
向上させることは，子どもたちの心身の健康や
発達，家庭や学校での社会適応の向上にもつな
がる。QOLは政策評価の指標ともなり，子ど
ものQOLを向上させるための政策は，子ども
の人権上の観点から重要視されている14）。
　日本の施設入所児のQOLに焦点を当てた研
究は，伊藤15）の報告が認められるが，児童養護
施設入所児のQOLの実態は，いまだ十分に明
らかとなっているとは言い難い。児童虐待が深
刻な社会問題となり，児童養護施設入所児の約
60％が被虐待児となっている16）。児童養護施設
入所児の被虐待経験がQOLに対して，どのよ
うな影響を与えているのかを明らかにすること
は，今後の日本の児童福祉政策において重要な
示唆をもたらすものと考える。本研究の目的は，

児童養護施設入所児のQOLにおける被虐待経
験の影響を検討することとした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象と調査期間
　対象者はＡ県にある大舎制児童養護施設（以
下，大舎制） 2施設37名，小舎制児童養護施設
（以下，小舎制） 2施設 8名の計45名であった。
対象者の年齢は， 4～15歳であった。調査期間
は，2017年 1 月～ 2月であった。

（ 2）　質問紙
　質問紙は，日本語版KINDL17）を用いた。
KINDLとは，ドイツで開発された子どもの
QOLを測定する質問紙尺度である。KINDLは，
子どものQOLについて身体的健康，精神的健康，
自尊感情，家族，友達，学校生活の 6つの尺度
から構成され，各尺度得点を算出することがで
き，各尺度得点の合計からQOL総得点を導き
出すことができる。KINDLが対象とする子ど
もは， 4歳から15歳までである。質問紙は，幼
児版QOL尺度，小学生版QOL尺度，中学生版
QOL尺度がある。また，親・保護者が子ども
の代理で質問紙に答える幼児版QOL尺度（親
用），小・中学生版QOL尺度（親用）がある。
本研究では，幼児が自身で質問紙を読むことが
難しいため幼児版QOL尺度（親用）を担当児
童指導員・保育士に代理で答えてもらった。小
学生と中学生は，子ども自身に質問紙を回答し
てもらった。対象者の特性については，担当児
童指導員・保育士に記入してもらった。
　KINDLの家族尺度は家族関係のQOLを測定
するものであるが，本研究では施設内対人関係
に置き換えて回答してもらった。施設内対人関
係は，施設職員および他の施設入所児との関係
を測定した。中学生版の施設内対人関係の設問
は「 1．私はしせつの職員さんとなかよくして
いた」「 2．私はしせつで気もちよくすごした」
「 3．私たちはしせつでけんかをした」「 4．私
はしせつの職員さんにやりたいことをさせても
らえなかった」の 4つであった。KINDLの原
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文の設問では，しせつの職員さんが「親」，し
せつが「家」となっている。施設の「施」とい
う漢字は中学生で習う漢字であるため，中学生
版でもひらがなで表記した。また，小学生版の
設問は中学生版の設問と同様であり，すべてひ
らがなで表記した。
　担当児童指導員・保育士に回答してもらった
幼児版QOL尺度（親用）の施設内対人関係の
設問は「 1．私の子どもは私たち職員とうまく
いっていた」「 2．私の子どもは施設で気持ちよ
く過ごしていた」「 3．私たち職員と子どもは施
設でけんかをした」「 4．私の子どもは私に監督
されていると感じていた」の 4つであった。
KINDLの原文の設問では，私たち職員が「私
たち親」，施設が「家」となっている。

（ 3）　統計解析
　統計解析には，EZR Version 1.3218）を使用し
た。対象者を被虐待経験がある群と被虐待経験
がない群の 2群に分けた。 2群においてQOL
総得点および 6つの尺度をそれぞれWelchの t
検定により比較した。
　American Psychological Association Publica-
tion Manual19）（アメリカ心理学会論文作成マ
ニュアル）において，統計的仮説検定の結果を
報告する場合，効果量についての報告も必要で
あると明記されている20）。 p 値はサンプルサイ
ズによって変化するため，実質的効果が大きい
か小さいかについて情報を得ることはできない。
そのため，サンプルサイズによって変化するこ
とのない，標準化された指標である効果量が必

要となる21）。本研究の効果量は，Cohen’s d に
て判定した。Cohen’s d の効果量の目安として，
d ＝0.2（効果量小）， d ＝0.5（効果量中），
d＝0.8（効果量大）が慣例である21）。

（ 4）　倫理的配慮
　本調査は，児童養護施設長に研究の目的，個
人が特定されることはないことおよび研究への
協力は任意であり拒否しても施設，施設職員，
施設入所児に対して不利益が生じることはない
ことを説明したうえで，研究協力の同意を得た。
児童指導員，保育士に対しても，同様の説明を
行った。施設入所児に対しては，子どもが理解
できるように表現を変えて説明を行った。
KINDL質問紙の記入場所は各児童養護施設で
行い，封筒にて提出してもらった。回収は筆者
が行った。本研究は，乳児院・児童養護施設エ
スペランス四日市研究倫理委員会の承認を得た
（承認年月日2016年11月 1 日，No.1602）。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　対象者の特性
　対象者の特性を表 1に示した。大舎制は，幼
児13名，小学生20名，中学生 4名の計37名（内，
女子23名）であった。小舎制は，小学生 5名，
中学生 3名の計 8名（内，女子 4名）であった。
対象者全体の平均年齢は8.4歳，標準偏差は2.8
であり，約69％（31名）の子どもが施設入所時に
3歳未満であった。措置変更回数が 2回以上は，
大舎制 8名，小舎制 1名の計 9名（内，女子 3
名）であった。被虐待児は，大舎制12名，小舎
制 3名の計15名（内，女子10名）であった。主
な虐待の種類は次のとおりであった。大舎制は，
身体的虐待 5名，ネグレクト 4名，心理的虐待
2名，性的虐待 1名であった。小舎制は，身体
的虐待 1名，ネグレクト 1名，心理的虐待 1名
であった。なお，虐待の種類に重複がある場合
は，身体的虐待と性的虐待を主な虐待として分
類した。ネグレクトと心理的虐待の重複はネグ
レクトを主な虐待として分類した。被虐待児の
平均年齢は8.9歳であり，標準偏差は2.9であった。

表 1　対象者特性
平均±標準偏差

全体
（ n＝45）

大舎制
（ n＝37）  

小舎制
（ n＝8）

年齢（歳） 8.4±2.8 8.1±2.9 10.4±3.7
年齢幅（歳） 4-15 4-15 6-14
性別, 女子（％） 60.0 62.1 50.0
入所時年齢（カ月） 29.1±31.5 29.5±33.2 21.1±23.0
措置変更回数（ 2回以上）（％） 20.0 21.6 12.5
被虐待児（％） 33.3 32.4 37.5

注 　大舎制は大舎制児童養護施設の略称, 小舎制は小舎制児童養護施
設の略称。
　　入所時年齢は, 最初に児童福祉施設に措置されたときの年齢。
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（ 2）　被虐待経験がある群と被虐待
経験がない群の 2群間で有意差
を示した尺度

　被虐待体験の有無によるQOL得
点の比較を表 2に示した。Welchの
t 検定によって 2群間で有意差を示
した尺度は，QOL総 得点（ p ＝
0.004； d ＝0.95），自尊感情（ p
＝0.019； d ＝0.83），施設内対人
関 係（ p ＝ ＜0.001； d ＝1.30），
学校生活（ p ＝0.036； d ＝0.79）
であった。本研究で有意差を示したQOL総得点，
自尊感情，施設内対人関係，学校生活の各尺度
は，おおむね効果量大であった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究は，児童養護施設入所児のQOLにお
ける被虐待経験の影響を検討した。その結果，
被虐待経験は児童養護施設入所児のQOL総得
点，自尊感情，施設内対人関係，学校生活の
QOLに負の影響を与えることが示唆された。
施設内対人関係と学校生活のQOLにおいて有
意差が認められたことから，被虐待経験がある
児童養護施設入所児は，集団生活や学習場面な
ど規則の順守や社会性を求められる環境におい
て，QOLが有意に低くなっている可能性が示
されている。以前から被虐待経験の影響は反応
性アタッチメント障害や多動性の障害として現
れることが，被虐待児の臨床像として指摘され
てきた22）。本研究結果は，被虐待児が施設内や
学校において，不適応行動により叱責や指導を
繰り返し受けることで，当該QOLの低下を招
いている可能性が示唆される。さらに，被虐待
経験がある群は被虐待経験がない群よりも自尊
感情が有意に低い結果となっている。被虐待経
験によって自尊感情が十分に育っていないうえ
に，先述のとおり，児童養護施設や学校で失敗
体験を積むことで，自尊感情の回復が阻害され
ている可能性が考えられる。
　被虐待経験のない児童養護施設入所児と古荘
ら17）の一般児のQOLと比較すると，統計的有意

差については言及することができないが，被虐
待経験のない児童養護施設入所児のQOL総得
点の平均は幼児が80.1，小学生が65.9，中学生
が59.6であり，一般児のQOL総得点の平均は
幼児が81.0，小学生が64.7，中学生が60.9であ
る。日本の児童養護施設における養育そのもの
が子どもの心身の成長を阻害するのだろうか，
あるいは，被虐待経験こそが子どもの心身の成
長を阻害するのだろうか。児童養護施設入所児
の約60％を占める被虐待児のQOLの低さや不
適応行動の要因が，被虐待経験によるものでは
なく児童養護施設で養育されたためであるとミ
スリードされている可能性はないのだろうか。
国連が日本政府に対して，社会的養護が必要な
子どもに家庭的養育を提供するよう勧告してき
たとおり，日本の児童養護施設はチャウシェス
ク独裁政権時のルーマニアの児童福祉施設のよ
うに子どもの心身の成長において劣悪な環境で
あるのだろうか。国連勧告の妥当性をエビデン
スに基づいて検討する必要がある。本研究から
は，被虐待経験のある児童養護施設入所児が，
被虐待経験のない児童養護施設入所児よりも
QOLが有意に低くなる可能性が示唆されてい
る。
　本研究結果から，虐待発生の予防がいかに重
要かということが理解できる。厚生労働省23）は，
児童虐待の現状とこれに対する取り組みの中で，
虐待発生の予防として，育児の孤立化と育児不
安の防止を挙げている。しかし，虐待が発生し
ない保護者でも育児の孤立化を経験している保
護者は少なくない。そもそも，育児不安に対す

表 2　被虐待体験の有無によるQOL得点の比較
被虐待経験なし（ n＝30）被虐待経験あり（ n＝15）

p 値 効果量
（ d）平均 標準偏差 平均 標準偏差

QOL総得点 70.5 13.8 57.6 12.9 0.004 0.95
身体的健康 81.7 17.6 78.3 24.5 0.64 0.17
精神的健康 79.0 18.9 69.6 24.7 0.21 0.45
自尊感情 52.3 20.9 33.7 24.7 0.019 0.83
施設内対人関係 69.6 18.7 45.8 17.5 ＜0.001 1.30
友達 76.5 22.5 71.2 19.4 0.42 0.24
学校生活 64.8 19.5 47.0 27.6 0.036 0.79

注　QOLは，Quality of Lifeの略称。
　　施設内対人関係は，施設職員および他の施設入所児との関係を測定。
　　 p値はWelchの t 検定により算出。
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る明確な学術的定義はなく，あいまいな概念と
して多義的に用いられているのである24）。果た
して子どもを育てていくうえで，全く不安を感
じない保護者が存在するのであろうかという疑
問が生じる。育児の孤立化や育児不安は，表面
的な虐待のきっかけにみえる概念ではないだろ
うか。中富25）は，乳幼児虐待死 8事例からリス
ク分析を行い，虐待前のリスクとして，「無計
画的養育者」と「養育者としての保護者の課
題」を挙げている。「無計画的養育者」は，『人
生における計画性の欠如』と『乳幼児のいる生
活保護家庭』から構成される。「養育者として
の保護者の課題」は，『想定外の出来事に対す
る保護者の対処能力の低さ』と『虐待以外の隠
れたリスク』および『保護者の被虐待歴』から
構成される。厚生労働省が掲げる育児の孤立化
と育児不安の防止は，マクロな視点として国民
の心身の健康状態の改善には役立つ政策ではあ
るかもしれないが，虐待発生を予防できる政策
といえるかは疑念を抱かざるを得ない。深刻な
虐待発生を予防するには，「無計画的養育者」
と「養育者としての保護者の課題」に該当する
保護者を国や市町村の公的機関や児童福祉関連
機関および医療機関が早期に発見し，当該家庭
を支援の軌道にのせる必要があると考える。
　本研究の限界として，幼児が自身で質問紙に
回答するのではなく，担当の児童指導員または
保育士が代理で回答している点とサンプルサイ
ズが小さい点が挙げられる。しかしながら，本
研究は，被虐待経験がある児童養護施設入所児
は，被虐待経験がない児童養護施設入所児より
もQOLが有意に低いことを示唆することがで
きた。本研究結果は，児童虐待研究においてひ
とつのエビデンスとなると考える。

Ⅴ　結　　　論

　本研究は，児童養護施設入所児を被虐待経験
の有無で 2群に分け，QOL質問紙のKINDLを
使用してQOLを測定し， 2群のQOLを比較検
討した。その結果，被虐待経験がある児童養護
施設入所児は，被虐待経験のない児童養護施設

入所児よりもQOL総得点，自尊感情，施設内
対人関係，学校生活のQOLが有意に低いこと
が示唆された。本研究結果は，虐待発生の予防
がいかに重要かということを示した。
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